
 

 

甲西中の３C  

５月は外に出るとあたりには新緑を輝かせる木々や花々が目を楽しませてくれます。（畑

の雑草の成長ぶりには、困惑している今日この頃です） 

甲西中の５月は、各学年宿泊行事や部活動の県大会等が行われ、いろいろなことにチャ

レンジしていく月でもあります。４月の入学式の式辞の中で、１年生に話した３つの C につ

いて、もう一度ここで伝えたいと思います。３つの C とは、（Ｃｈａｎｃｅ）チャンス、（Ｃｈａｌｌｅｎ

ｇｅ）チャレンジ、（Ｃｈａｎｇｅ）チェンジです。勉強や部活動、クラブの活動、学校行事など自

分の限界や枠を決めないで、いろいろな活動に挑戦してください。たくさんのチャレンジを

して、たくさんの成功と失敗を経験してください。失敗があるからこそ起き上がる力が生ま

れます。中学校には自分自身を成長させるための

たくさんの機会・チャンスが用意されています。だ

からこそ、たくさんの挑戦・チャレンジをしてくださ

い。そして、自分自身を成長・進化・チェンジさせ

ていく。「今よりも少し多めの勇気」を出して、チャ

ンスにチャレンジしてチェンジする。 

「３Ｃ」をいつも心がけて頑張っていきましょう。 

 

 授業参観・ＰＴＡ総会・学年部会  

４月３０日（火）に授業参観・PTA総会・学年部会を実施い

たしました。 

多くの保護者の皆様方にご参観いただき感謝もうしあげます。

総会の中で前PTA会長の京嶋様から「コロナウイルス感染症

が５類になり、学校に足を運べる機会も多くなって 、子

どもたちの活動を見られて良かった。家でも学校の話

題が増えました」という話がありました。今年度も、子ど

もたちの頑張っている様子や学級，学校の様子を少し

でも多くご覧いただき、ご理解いただくことができたな

ら幸いです。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

        【学校教育目標】豊かな心を持つ生徒，自ら学ぶ生徒，たくましい体を持つ生徒        

                           

 

 

 

 

克 己 自 問（こっきじもん） 

 ２０２４・５・２４発行 発行者：校長 今津 義弘 

小中一貫校南アルプス市立甲西中学校だより 

勇気をだして やってみよう！ 



 学 校 の 様 子  

【校外学習（１年生）】    

１年生の最初の大きな行事・校外学習（富士五湖方面）

が、５月９日（木）から１０日（金）に行われました。１日目は

甲西地区とはだいぶ違う天候（寒かったようです）でしたが、樹海体験、ミニ

運動会、夜の集い、スタンツ発表など元気よく活動しました。２日目は天候に

もめぐまれ、忍野八海、富士山世界遺産センター・富士湧水の里見学など

充実した学習内容でした。４月にそれぞれの小学校から入学し頑張っている

１年生でしたが、この校外学習を通してまた一段と団結力が高まりました。 

【修学旅行（３年生）】 

中学校3年間の中で大きな行事でもある修学旅行、５月１４日（火）から１６日（木）にか

けて広島・京都・奈良方面に行ってきました。３日間晴天に恵まれ

（団長の行いが良いから。ではなく生徒の行いが良いからです）１日目の広島平和

公園では戦争の恐ろしさ、今ある平和の尊さを学びました。２日目

の京都・３日目の奈良では古の日本人の知恵や心、文化に触れる

ことができました。（奈良公園ではどうしても建物より、足元に目が行ってしまうのは

私だけでしょうか）その他にも新幹線や宿での友達との語らいや高台寺

での座禅で緊張した体験など尊い経験をするこ

とができました。是非この経験をこれからの生活

や学習に生かしてください。  

  （２年生の校外学習は６月号に掲載します）   

【選手権大会中巨摩予選・交流大会】 

４月２７日（土），２８日（日）に県選手権大会の予選会と交流大会

が行われました。本年度最初の教育内大会として各運動部が、県

本大会へ向けて頑張りました。５月２５日（土）から本大会もはじま

ります。各部「甲西ＰＲＩＤE」を胸に頑張ってください！ 

（部活動で大切なこと）  

 部活動の練習場所に貼ってある目標に目がとまりました。そこにはこんな

ことが書いてあります。 ≪〇あいさつははっきり、大きな声で（自分から）  

〇人の話をきちんと聞き、きちっと受け止める  〇時間を守り有効に使う  

〇練習に集中し、その時その時に学べるすべてを吸収する≫ 紹介したの

は一部の内容ですが、部の大切にしていることは人としての成長です。こ

のことはどの部でも、どのチームでも学校教育でも大切なことです。毎日

話題にあがっている大谷選手（野球）が大リーグでＭＶＰを受賞した時、高

校時代の監督は「指導者として一番幸せに感じるのは大谷の人間性。野球選手として素晴らしいと

ころではない。勉強も提出物も清掃も手を抜かない。生き方自体が素晴らしかった。だからみんなに

応援されるし、みんなの応援が彼を成長させる」と彼の人間性を語りました。 

大谷選手も甲西中生徒も大切にするものは同じです。その姿に成長と勝利がついてくるでしょう。 

富士山と 1年生！ 

高台寺の座禅体験 


